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　無重力や寝たきりなどで見られる筋萎縮は、超高齢社会の我が国におい
て克服すべき疾患の１つである。受賞者は、3回にわたる有人宇宙実験
(NeuroLab、MyoLab、Cell Mechano-sensing)を通じ、骨格筋の萎縮
のメカニズムを解明した。さらに、宇宙実験の成果を基にした地上での栄養
学的アプローチにより、筋萎縮を誘導する原因因子(酸化ストレスや酵素な
ど)を改善する大豆タンパク質や大豆イソフラボンを含有する機能性食材
を開発し、新規の栄養学的な筋萎縮予防・治療法を開発。
　また、こうした研究開発成果を基に、機能性宇宙食研究会を発足させ、宇
宙栄養学研究の国際拠点化を目指している。

１．宇宙開発利用の新たな領域創造への貢献
機能性宇宙食の開発を目指す企業や大学などが参加する研究会とし
て、平成21年5月に機能性宇宙食研究会を発足。年に数回、講演会を開催
し、自由討論を実施。
また、宇宙生命科学養成に向けて、JAXAと徳島大学の連携大学院とし
て、徳島大学大学院医歯薬学研究部に宇宙栄養学分野を開設。
平成25年から27年にかけ、宇宙飛行士の安全な長期宇宙滞在を可能
にすべく、東京大学農学部、国立健康・栄養研究所及び徳島大学医学部
医科栄養学科と共同で機能性宇宙食を開発。
さらに、次世代の宇宙栄養学の研究者育成に向け、徳島大学を中心とし
た機能性宇宙食研究会を日本における機能性宇宙食開発の国際研究拠
点にすべく活動中。

２．宇宙開発利用市場の拡大への貢献
機能性宇宙食研究会の幹事として、企業の研究会への参加を促進し、
多くの機能性宇宙食を多数の企業と共同開発。
また、日本宇宙食品産業の育成のため、無重力下で生じる筋萎縮などに
効果の見られた食材の宇宙での実証実験について、機能性宇宙食研究会
が中心となりJAXAの提供するフィジビリティー宇宙実験に提案中。自ら
機能性食材を開発するだけでなく、「JAXA」と地上での機能性食材の開
発を目指す「企業」との橋渡しを行い、宇宙食品産業の育成に尽力。

３．産業、生活、行政の高度化及び効率化への貢献
機能性食材により寝たきり患者が半減すると、１年間で約４千５百億円
の医療費が節約できる可能性あり。また、寝たきりにならずに老後の生活

を送れることで、個人のQOLが向上するとともに、家族や社会への介護負
担が大きく軽減。
さらに、災害に備え、長期保存可能な機能性食材を備蓄しておくことに
より、大災害発生時の廃用症候群(無気力、不活動になり、痩せ衰えていく
疾患群)の対応にも貢献。

４．技術への貢献
神経科学分野の宇宙実験であるNeuroLab実験への参画により、無重
力による筋萎縮におけるユビチキン－プロテアソーム蛋白質分解経路の
重要性を解明（平成10年）。また、ISS「きぼう」日本実験棟における
MyoLab宇宙実験の代表研究者として、ユビキチンリガーゼCbl-b（シー
ブルビー）は、筋萎縮関連酵素の１つであること、萎縮した筋細胞には酸化
ストレスが蓄積することを解明（平成22年）。さらに、無重力ストレスの化
学的シグナルへの変換機構の解明を目指したCell Mechanosensing実
験への参画により、無重力環境では、筋ミトコンドリアの断裂が起こること
を世界で最初に発見（平成28年）。
受賞者所属組織内に大学病院がある利点を生かし、徳島大学病院の寝
たきり患者を対象とした安価で安全な食材の臨床試験システムを確立。

５．普及啓発への貢献
宇宙飛行士を徳島へ招聘するとともに、市民公開講座を開催。また、宇
宙栄養学に関する交流事業も実施。テレビでも宇宙実験や研究の内容に
関する報道実績あり。
また、文部科学省やJAXAの主催する市民公開講座に講師として積極
的に参加。

無重力による筋萎縮に有効な機能性宇宙食の開発
徳島大学　二川健

徳島大学　大学院　医歯薬学研究部
TEL： 088-633-9248　http://www.tokushima-u.ac.jp/med/culture/seitaieiyou/

文部科学大臣賞
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ポイント・具体的成果等ポイント・具体的成果等

事例の概要

　有人による宇宙実験の成果を広く告知する取組。筋萎縮が地上よりも早
い速度で生じる無重力環境という宇宙アセットを利活用するとともに、その
宇宙実験結果を栄養学を通じて深め、地上での医療にも適用可能性があ
ることを示唆した点を評価。今後、医療分野との連携を強め、社会に貢献し
て行くことを期待。

選考委員会講評／受賞のポイント

筋萎縮のメカニズムと食材の作用点

機能性宇宙食開発を担う若手研究者
育成のための国際拠点の形成を目指す！！

機能性宇宙食開発の実際

無重力で生じる疾患に栄養学で
立ち向かう！

事例名

問い合せ先

受賞者

　青森県の新品種「青天の霹靂」ブランド化に向け、高品質
な米の生産を支援するため、津軽地域の13市町村で、
2016年から衛星情報の利用を始めた。衛星画像から収穫
時期を水田一枚ごとに予想する「収穫適期マップ」を作成し
てWebアプリで提供し、生産者は、携帯端末で同マップを
閲覧して適切な時期に収穫する。このほか、食味の目安と
なる玄米タンパク質含有率や土壌の肥沃度も、衛星画像か
らマップ化し、そのデータを基に営農指導員による生産者
への生産指導も実施している。

１．宇宙開発利用の新たな領域創造への貢献
　衛星情報の農業分野での利用開拓を進め、衛星画像から、高品質米生
産に極めて有用な「収穫時期」、「玄米タンパク質含有率」、「土壌の肥沃
度」などの情報が取得でき、農業生産現場で実利用可能なことを実証。収
穫時期を予想した「収穫適期マップ」では、営農指導員だけではなく、生産
者もスマートフォン等で情報を確認して適期収穫に利用。

２．宇宙開発利用市場の拡大への貢献
　「青天の霹靂」では、青森県津軽地域の13市町村で衛星情報を利用。広
域観測が可能な衛星の利点を生かし、「青天の霹靂」が栽培されている
1,900ha、約8,000枚の水田すべてを撮影対象としてカバー。従来の方
法では不可能であった水田単位のきめ細やかな情報提供を実現し、産地
全体での品質のバラツキを最小化することで、ブランド価値を向上。農産
物の高品質化を目指した衛星利用が全国に拡大することで、国産農産物
の競争力向上も期待。

３．産業、生活、行政の高度化及び効率化への貢献
「青天の霹靂」では、衛星情報を利用することで、収穫時期を水田一枚
ごとに推定し、きめ細やかな情報を津軽全域の生産者にWebアプリで提
供（誤差も従来法の1/2に低減）。また、玄米タンパク質含有率6.4％以
下、検査等級2等以上とする品質重視の出荷基準の達成を支援するため、
衛星情報を利用した指導も展開（達成率は2016年98.9％、2017年
98.4％（2018年１月末現在）と2年連続で極めて高い割合）。

４．技術への貢献
米の高品質化に向けて、衛星画像を用いて、稲の収穫時期を水田1枚

ごとに暦日（△月△日）で予測する手法「収穫適期マップ」を確立し、国
内で始めて実用化。また、衛星画像から玄米のタンパク質含有率を推定
する手法「タンパクマップ」の誤差要因を明らかにし、より安定した推定
を実現。
加えて、衛星情報を迅速かつ的確に伝達するためのWebアプリ等のシ

ステム開発等を推進。この結果、津軽地域13市町村において、営農指導
員や生産者が衛星情報を利用できる体制を2016年に整え、高品質米の
生産支援体制を構築。

５．普及啓発への貢献
2016年から、津軽地域13市町村において衛星技術の普及・啓発を推
進。また、衛星情報の効果的な活用のため、営農指導員を対象とした講習
会や生産者に対する衛星情報を利用した生産管理に関する啓蒙、マスコ
ミ取材を通じた広報を実施。
この結果、2017年には営農指導員による「収穫適期マップ」の利用割
合は100％に達し、生産者と合わせて合計500人以上が利用。

衛星情報を利用したブランド米の生産支援
地方独立行政法人　青森県産業技術センター　境谷栄二、 小野浩之　
青森県農林水産部　井上貴裕

地方独立行政法人　青森県産業技術センター　農林総合研究所
TEL： 0172-52-4391　http://www.aomori-itc.or.jp/nousouken

農林水産大臣賞
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事例の概要

　ブランド米「青天の霹靂」の品質管理のため衛星画像を
利用する方法を開拓し、実用化した点を評価。すでに1年の
利用実績があるなど、農作物の品質向上の成果を挙げて
いる点を評価。米以外や他地域への展開も期待。

選考委員会講評／受賞のポイント

Webアプリ（画面：収穫適期マップ  2017年）
用途：予想される収穫日を利用者に
分かりやすく、迅速に伝える
(1) 収穫適期マップ利用状況 
・ユーザー数　566名
・利用機器　スマートフォン 77％、タブレット 10％、PC 12％
（Webアプリへのアクセス状況から解析　2017.9.4～10.20）
(2) 営農指導員へのアンケート結果　
・指導に利用した指導員の割合　100％
・従来法よりも指導に説得力があると回答した割合　96％
(アンケート期間　2017.10.10～10.24,  回答数23名)

収穫適期マップ(2017年)
【衛星画像から収穫の最適日を予想し、水田ごとに色分けしたマップ】
用途：お米を適時に品質の良い状態で収穫するのに利用
実際の収穫適期との誤差(RMSE)   
収穫適期マップ  2.1日  従来法4.0日※ 
※出穂後積算気温による市町村ごとの予測

タンパクマップ(2015年)
【衛星画像から玄米のタンパク質含有率を
推定し、水田ごとに色分けしたマップ】
用途：食味の目安とされるタンパクに応じて、
肥料の使用量を最適化するのに利用

土壌の肥沃度マップ(2016年)
【衛星画像から土壌の肥沃度（腐植含量）を推定し、
水田ごとに色分けしたマップ】
用途：美味しいお米の生産に適した
水田を選定するのに利用

事例名

問い合せ先

受賞者




